
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

平
成
28
年
度
予
算

― 

特
集

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

12	

斑
鳩
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

	

耐
震
改
修
支
援
事
業
の
ご
案
内

14	

ま
ち
の
情
報

17	

定
期
監
査
の
結
果

18	

ほ
け
ん
だ
よ
り

20	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 6

５
No. 608

いかるが

　第88回選抜高等学校野球大会で、奈良県代表の智辯学園高等学校が初優勝！
　同校野球部員の納大地君（右）、高島堅太君（左）は、斑鳩南中学校の卒業生です。
　４月７日、小城町長が智辯学園高等学校を訪問し、選手の健闘をたたえるとともに、斑鳩南中学校
からのお祝いメッセージをお届けしました。
　納大地君、高島堅太君、おめでとう！今後、ますますのご活躍を期待しています！

納大地君、高島堅太君、
智辯学園高等学校　春のセンバツ優勝おめでとう！
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平
成
29
年
２
月
に
、「
斑
鳩
町
」
が
誕

生
し
て
か
ら
70
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
ま
す
。
戦
後
の
復
興
期
か
ら
経

済
の
目
覚
し
い
発
展
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
町
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
悠
久
の
昔
よ
り
詠
わ
れ
た
風

光
明
媚
な
自
然
、
そ
し
て
比
類
な
き
歴
史

的
な
遺
産
は
常
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の
斑
鳩
の
ま
ち
に
住
む
こ

と
の
誇
り
の
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
が
築
か
れ
た
文
化
や
歴
史
を
、
た

ゆ
ま
ず
継
承
し
、
さ
ら
な
る
進
展
を
成
し

て
、
未
来
の
主
役
で
あ
る
若
者
た
ち
、
さ

ら
に
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
で
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い

を
念
頭
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
心

身
の
育
成
の
支
援
や
、
子
育
て
世
代
が
斑

鳩
町
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
人
材
・
産
業
の
育
成

の
支
援
、
観
光
の
活
性
化
な
ど
を
含
む
既

存
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
賑
わ
い
に
満
ち

満
ち
た
「
ま
ち
」、魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ま
ち
」

の
姿
を
描
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
個
々
の
学
力
に
あ
わ
せ
た

学
習
支
援
事
業
を
開
始
し
、
基
礎
学
力
の

定
着
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
助
産
師
な

ど
に
よ
る
、
妊
娠
中
か
ら
育
児
中
ま
で
の

継
続
的
な
相
談
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
子
育
て
応

援
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
、
親
と
子
が
健
や
か
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

は
、
観
光
振
興
事
業
の
展
開
の
方
向
性
を

定
め
た
（
仮
称
）
観
光
戦
略
を
策
定
し
、

本
町
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
散
策
・
回

遊
・
着
地
型
観
光
へ
の
転
換
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
一
人
の

住
民
と
し
て
、「
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
、住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
「
愛

す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
」
を
実
現
す
る
た

め
、
住
民
み
な
さ
ん
と
と
も
に
力
を
あ
わ

せ
、
信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町税
28億7,047万円
町税
28億7,047万円

国・県支出金
14億1,606万円

地方交付税
25億7,100万円

町債
5億1,510万円

使用料および手数料
1億9,000万円

地方消費税
交付金
2億9,620万円

分担金および負担金
1億2,953万円

その他
6億6,164万円

歳入
86億5,000万円

民生費
30億7,784万円

総務費
10億5,291万円

民生費
30億7,784万円

総務費
10億5,291万円

歳出
土木費
9億1,487万円

公債費
8億3,972万円

衛生費
9億9,312万円

教育費　10億643万円

消防費
3億8,873万円

商工費
1億2,405万円

議会費
1億468万円

農林水産業費　9,764万円

予備費
5,000万円

災害復旧費　1万円

86億5,000万円

小城利重町長

平成28年度　予算

平成28年度予算が
きまりました

一般会計予算
86億5,000万円（前年度比　2.6％増）

住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
！

～
「
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
」
を
め
ざ
し
て 

～

問合せ　財政課（☎内線253）
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■ 平成28年度会計別予算

会　　計　　名 平成28年度
予　算　額

平成27年度
予　算　額

比　　　　較
増　減　額 増減率

一　　般　　会　　計 86億5,000万円 84億3,000万円 2億2,000万円 2.6%
特　　別　　会　　計 77億7,800万円 77億9,010万円 △1,210万円 △0.2%

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険事業 36億6,010万円 37億7,050万円 △1億1,040万円 △2.9%
公共下水道事業 13億7,190万円 13億9,000万円 △1,810万円 △1.3%
介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定） 23億5,330万円 22億7,430万円 7,900万円 3.5%

介 護 保 険 事 業
（介護サービス事業勘定） 1,130万円 ― 1,130万円 皆増

後期高齢者医療 3億8,140万円 3億5,530万円 2,610万円 7.3％
一般・特別会計合計 164億2,800万円 162億2,010万円 2億790万円 1.3%
水 道 事 業 会 計 10億7,276万円 11億2,034万円 △4,758万円 △4.2%

総　　合　　計 175億76万円 173億4,044万円 1億6,032万円 0.9%

●１か月の総支出額…３０万６千円

●１か月の総収入額…３０万６千円

斑 鳩 家 の 収 入 収 入 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成26年度
決算　　（円）

給料 102,000 33.3 102,000 町税

雑収入（内職・パート
収入や不動産収入、貯
金の取崩し）

18,000 5.9 15,000
使用料および手数料
繰入金
その他の収入

前月からの繰越金 9,000 2.9 27,000 繰越金

親せきからの援助 159,000 52.0 154,000

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
その他の交付金

新たな借入金 18,000 5.9 20,000 町債
合　　　計 306,000 100.0 318,000

斑 鳩 家 の 支 出 支 出 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成26年度
決算　　（円）

生 活 費
食費 54,000 17.7 54,000 人件費
医療費、教育費など 50,000 16.3 46,000 扶助費
ローンの返済 30,000 9.8 35,000 公債費

その他の
生 活 費

光熱水費、消耗品費など 68,000 22.2 62,000 物件費
家の修繕費 5,000 1.6 4,000 維持補修費
自治会費、
スポーツクラブ会費など 34,000 11.1 33,000 補助費等

貯金 1,000 0.3 1,000 積立金
子どもへの仕送り 42,000 13.7 37,000 繰出金

家　　の
増改築費 家の増築費用 20,000 6.6 29,000 普通建設

事業費など
そ の 他 来月への繰越金 2,000 0.7 17,000 歳計剰余金

合　　　　　計 306,000 100.0 318,000

平成28年度予算を１か月の家計に例えてみると…
　町の財政が家の家計だったらどうなるのでしょうか。
斑鳩町の家計簿は、斑鳩町の一般会計予算額を、人口28,259人
（平成28年１月１日現在）で割った数字を、１か月の家計簿に例
えています。

■ 財政用語辞典
歳入 ■
地�方交付税　所得税など国が
徴収する税金の中から、町
の財政状況に応じて交付さ
れるお金

地�方消費税交付金　地方消費
税（消費税８％のうち1.7％）

町�債　大きな事業を行うため
に、国、金融機関などから
借り入れるお金

歳出 ■
（目的）
民�生費　高齢者・障がい者・
児童福祉サービスなどに使
うお金

衛�生費　健康診断やごみ処理
などに使うお金

商�工費　商工業の振興、観光
事業などに使うお金

土�木費　道路整備や浸水対策
などに使うお金

教�育費　幼稚園・小中学校の
運営や、公民館など、教育
の振興のために使うお金

公�債費　町債（借入金）を返
済するために支払うお金

（性質）
扶�助費　児童手当、子ども・
老人・重度障がい者の医療
費助成金など

補�助費等　各種事業や団体へ
の補助金や負担金など

繰�出金　国民健康保険などの
特別会計へ繰り出して使う
お金など

普�通建設事業費　道路の整備
などに使うお金

（注）�介護保険事業特別会計においては平成２８年４月１日から地域包括支援センターを直営とし、指
定介護予防支援事業を実施することから、介護サービス事業勘定を設置します。

平成28年度　予算
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平成28年度　予算

　

学
力
お
よ
び
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
、

小
・
中
学
校
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
て
、

学
習
支
援
員
に
よ
り
児
童
生
徒
の
個
々
の

能
力
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

	

（
２
０
２
万
円
）

　

こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
歴

史
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
気
運
を
高
め
て
い

く
た
め
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の

認
定
を
受
け
た
都
市
や
歴
史
ま
ち
づ
く
り

先
進
都
市
の
首
長
を
お
招
き
し
、
町
制
70

周
年
記
念
事
業
と
し
て
（
仮
称
）
歴
史
ま

ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

	

（
８
０
万
円
）

　

家
庭
に
お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
に

伴
い
、小
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

３
か
年
計
画
で
洋
式
化
を
す
す
め
ま
す
。

	

（
４
０
８
万
円
）

　

町
制
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
本
町
の
あ
ゆ
み
な
ど
を
ま
と
め
た

記
録
映
像
を
２
か
年
計
画
で
製
作
し
ま

す
。	

（
１
９
０
万
円
）

　

史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備
事
業
を
行
う
た

め
、
引
き
続
き
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
１
億
１
，
１
２
４
万
円
）

　

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
な
ど
に
円
滑
か
つ
継
続

的
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

助
産
師
な
ど
が
相
談
支
援
を
実
施
し
ま

す
。	

（
７
５
万
円
）

　

妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
は
か
る
た
め
、
助

産
師
な
ど
が
月
１
回
、
公
共
施
設
（
東
・

西
公
民
館
）
に
出
向
い
て
乳
幼
児
相
談
を

行
い
ま
す
。	

（
３
３
万
円
）

　第４次斑鳩町総合計画の基本施策の柱に沿って、平成28年度
の主要な事業を紹介します。
　なお、一億総活躍社会の実現に向けた緊急対策として、国の
平成27年度補正予算の具体的施策である「地方創生加速化交付
金」などを活用し、観光振興や子育て・まちづくりなど、今後
の地方創生の主要な事業の一部を平成27年度予算に補正対応

（１億6,530万６千円）することで前倒しして予算化していま
す。

平成28年度の主要事業

１

２

学校教育では、「育てよう和の心」を教育
理念とし、協調性を重んじる心を育てま
す。

史跡中宮寺跡。
平成２８年度も着実に整備をすすめます。

安心して子どもを産み、親と子がすこやか
に暮らすことのできるまちをめざします。

文
化
の
香
り
高
く

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

― 

人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興 

―

す
こ
や
か
に
生
き
生
き

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

― 

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実 

―
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平成24年度　予算

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
効
果
的
な
情
報
発
信
を
は

か
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
小
学
校
就
学
前

の
子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
子
育
て
応

援
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

	

（
６
６
４
万
円
）

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。	

（
１
億
円
）

　

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
促
す
た

め
、
情
緒
面
や
言
語
面
に
お
け
る
経
過
観

察
児
に
対
し
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

な
ど
を
実
施
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ

ま
す
。	

（
６
８
万
円
）

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
高
齢
者
優
待
券
に
加
え
て
、「
す
こ

や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
利
用
券
」
も
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。	

（
１
，
６
８
９
万
円
）

　

利
用
者
が
可
能
な
限
り
在
宅
で
要
支
援

状
態
の
維
持
・
改
善
を
は
か
り
、
要
介
護

状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

	

（
１
，
１
１
７
万
円
）

　

家
族
が
不
在
時
の
入
院
に
お
い
て
、
重

度
身
体
障
害
を
抱
え
る
患
者
と
病
院
な
ど

と
の
円
滑
な
意
思
疎
通
の
た
め
、
病
院
に

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
行
い
、
そ
の
費
用
を

負
担
し
ま
す
。	

（
８
万
円
）

　

本
町
に
適
し
た
公
共
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行
計
画
に
基
づ
き
、

10
月
を
目
途
に
実
証
運
行
を
開
始
し
ま

す
。	

（
Ｈ
27
補
正
：
２
，
３
８
４
万
円
）

　

橋
り
ょ
う
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

定
期
点
検
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
平
成

28
年
度
で
は
、
米
壽
橋
補
修
工
事
を
行
い

ま
す
。	

（
２
，
８
５
０
万
円
）

　

誰
も
が
安
全
、
快
適
に
移
動
で
き
る
総

合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
る
た
め
、「
斑
鳩
町
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
の
策
定
な
ど
を
３

か
年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。

	

（
５
０
０
万
円
）

　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
着
実
な

推
進
に
向
け
て
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
維

持
し
な
が
ら
周
囲
と
調
和
し
た
修
景
整
備

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

	

（
３
，
９
６
８
万
円
）

　
「
い
か
る
が
溜
池
」
に
お
い
て
、
水
辺

を
生
か
し
た
親
水
性
や
新
緑
性
を
高
め
た

散
策
ル
ー
ト
や
公
園
整
備
を
、
引
き
続
き

県
営
事
業
と
し
て
す
す
め
ま
す
。

	

（
２
６
６
万
円
）

３

富雄川にかかる米壽橋。
幸前２丁目と高安１丁目を結
んでいます。

コミュニティバスは、現
行の１台体制から２台体
制へ拡充します。

修景整備支援の利用により、昔ながらの
佇まいを残した造りになっています。

高齢者が健康で、充実した毎日を送る
ことのできる社会をめざします。

子育て支援講座のようす。
住民、事業所、行政などが協働して、子
どものすこやかな成長、発達を支えます。

平成28年度　予算

潤
い
の
あ
る

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

― 

都
市
環
境
の
整
備 

―
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災
害
発
生
時
に
備
え
て
食
糧
な
ど
の
備

蓄
を
計
画
的
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
新

た
に
女
性
用
品
の
備
蓄
を
行
い
ま
す
。

	
（
５
０
０
万
円
）

　

多
発
す
る
高
齢
者
の
自
動
車
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
高
齢
者
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
を
配

布
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
支
援
し

ま
す
。	

（
３
９
万
円
）

　

脱
焼
却
・
脱
埋
立
て
を
め
ざ
す
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
考
え
方
へ
の
転
換
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、ご
み
質
検
査
を
実
施
し
、

結
果
を
周
知
す
る
こ
と
で
、ご
み
の
分
別
・

資
源
化
の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

食
べ
残
し
な
ど
の
割
合
を
調
査
す
る
「
食

品
ロ
ス
検
査
」
や
、
衛
生
処
理
場
焼
却
棟

跡
地
を
利
用
し
た
ご
み
分
別
体
験
を
実
施

し
ま
す
。	

（
１
７
１
万
円
）

　

循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
活
用
の
推
進
を
は
か
る
と
と
も

に
、
生
ご
み
分
別
収
集
地
域
の
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
生
ご
み
収
集
運
搬
業
務
を

民
間
委
託
し
ま
す
。	（
１
，
３
９
９
万
円
）

　

衛
生
処
理
場
焼
却
棟
の
解
体
撤
去
工
事

に
つ
い
て
、
焼
却
棟
本
体
な
ど
の
解
体
撤

去
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
跡
地
の
整
地

な
ど
を
す
す
め
ま
す
。

	

（
８
，
５
１
９
万
円
）

　

町
内
の
浸
水
被
害
軽
減
を
目
的
に
、
農

地
に
一
時
的
に
雨
水
を
貯
め
る
機
能
を
備

え
つ
け
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
整
備
を
、
県
営

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

	

（
２
５
６
万
円
）

　

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
へ
の
雨
水
の
流

出
を
抑
制
す
る
た
め
、
引
き
続
き
東
町
池

流
域
貯
留
浸
透
施
設
整
備
工
事
を
実
施
し

ま
す
。	

（
６
，
５
０
０
万
円
）

　

若
者
や
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
と
す
る

幅
広
い
年
齢
層
の
就
労
と
地
域
産
業
の
担

い
手
を
確
保
し
、
就
労
支
援
や
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
の
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
、（
仮
称
）
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
行
い
ま
す
。	

（
６
０
０
万
円
）

　

日
本
全
国
の
寺
社
仏
閣
を
中
心
に
発
展

し
て
き
た
門
前
町
を
も
つ
自
治
体
な
ど
に

よ
る
地
域
活
性
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
は

か
る
た
め
、
町
制
70
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
第
14
回
全
国
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト

in
斑
鳩
」
を
本
町
で
開
催
し
ま
す
。

	

（
Ｈ
27
補
正
：
４
０
０
万
円
）

　

観
光
客
と
地
域
住
民
が
交
流
し
、
観
光

産
業
の
魅
力
を
1
週
間
継
続
し
て
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
い
か
る
が
Ｗ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

Ｋ
」
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
Ｈ
27
補
正
：
５
０
０
万
円
）

　

本
町
に
お
け
る
観
光
施
策
の
今
後
の
展

開
の
方
向
性
を
定
め
た
（
仮
称
）
観
光
戦

略
を
策
定
し
ま
す
。

	

（
Ｈ
27
補
正
：
１
，
３
５
０
万
円
）

　

農
業
の
担
い
手
に
集
中
す
る
水
路
・
農

道
な
ど
の
管
理
を
地
域
で
支
え
、
農
地
集

積
を
後
押
し
す
る
た
め
、
多
面
的
機
能
を

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
は
か
る
共

同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。	（
６
１
０
万
円
）

　

農
業
基
盤
の
総
合
的
な
整
備
を
す
す
め

る
た
め
、
農
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

	

（
１
，
７
６
９
万
円
）

５

４

平成27年度からスタートした
ツーデーウォークは、平成28
年度も開催します。

法隆寺での避難訓
練のようす。
地域防災力の向上
をはかります。

毎年開催しているごみ減量
フェア。住民のみなさんと
ともに、環境保全に取り組
みます。

聖徳太子市では、集まっ
たゆるキャラたち全員で
ダンス！

平成28年度　予算

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

― 

産
業
・
観
光
の
振
興 

―

安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

― 
生
活
環
境
の
整
備 

―
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個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
、
町
内
で

発
行
し
て
い
る
各
種
証
明
書
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
す
す
め
ま

す
。	

（
４
，
３
６
３
万
円
）

　

斑
鳩
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に
掲

げ
る
支
援
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
新
た
に
住
民
活
動
団
体
を

支
援
す
る
「
活
動
提
案
事
業
補
助
金
」
を

創
設
し
ま
す
。	

（
１
５
８
万
円
）

　

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
住
民
団
体
の
活
動
拠
点

と
し
て
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
に
住
民
活

動
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

	

（
１
８
８
万
円
）

　

今
後
の
急
激
な
人
口
減
少
や
厳
し
い
財

政
状
況
を
ふ
ま
え
、
公
共
施
設
な
ど
の
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画

的
に
行
う
た
め
、「
斑
鳩
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

	

（
３
４
０
万
円
）

　

番
号
法
に
規
定
さ
れ
る
特
定
個
人
情
報

の
連
携
開
始
に
向
け
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
強
化
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

	
（
Ｈ
27
補
正
：
２
，
６
５
９
万
円
）

　

中
学
１
年
生
を
対
象
に
、
機
能
的
・
効

果
的
な
運
動
や
運
動
習
慣
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
づ
く
り
と
し
て
、
大
学
の
専
門
性

を
活
用
し
た
指
導
な
ど
を
行
い
、
生
徒
の

体
力
向
上
を
は
か
り
ま
す
。	（
３
０
万
円
）

６

　

斑
鳩
町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
基

本
構
想
（
計
画
期
間
：
平
成
23
～
32
年
度
）

と
、
前
期
基
本
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成

23
～
27
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
昨
年

度
末
で
、
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
変
化
す
る
社
会
情

勢
に
対
応
し
つ
つ
、
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
す
す
め
る

た
め
、
後
期
基
本
計
画
（
計
画
期
間
：
平

成
28
～
32
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
引
き
続
き
、
ま

ち
の
将
来
像
「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育

む
ま
ち　

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に

息
づ
く
〝
新
斑
鳩
の
里
〟」
の
実
現
を
め

ざ
し
、
６
つ
の
基
本
施
策
を
柱
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
か
ら
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
斑
鳩
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
左
参
照
）」
に
掲

げ
ら
れ
た
人
口
減
少
抑
制
対
策
や
観
光
振

興
、
産
業
活
性
化
・
創
業
支
援
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
導
入
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
、

空
家
対
策
な
ど
、
法
律
・
制
度
の
変
更
や

時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
取
り
組

み
の
変
更
や
新
規
追
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
窓
口
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
合
せ　

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
☎
内
線
２
１
４
）

　

国
の
「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
く
地
方
版
総
合
戦
略
と
し
て
、

平
成
28
年
３
月
に
「
斑
鳩
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
斑
鳩
町
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。「
斑
鳩
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

示
さ
れ
た
斑
鳩
町
の
人
口
の
現
状
と
将

来
展
望
を
ふ
ま
え
、「
斑
鳩
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お

い
て
、
人
口
減
少
を
克
服
し
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
５
か
年
計
画
を
提
示
し
て
い

ま
す
。

「
斑
鳩
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
と
は
？

官学連携事業として行われた
畿央大学による特別講座のよ
うす。

斑鳩町協働のまちづくり活動
提案事業・選考委員会のよう
す。ここから新たなまちの住
民活動が生まれます。

町総合計画審議会から後期基本計画案
の答申を受けました。
（左：小城町長、右：麻生会長）

平成24年度　予算平成28年度　予算

と
も
に
築
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

― 
地
域
自
治
の
強
化 

―

第
４
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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分だけのまんがづくりを　楽しみました
～ ま ん が 教 室 ～
2 / 2 8 ・中央公民館

　生駒郡の小学４年～６年生を対象に、まんがづ
くりを楽しんでもらうための教室が、斑鳩ライオ
ンズクラブの主催で開催されました。
　プロの漫画家であるラッキー植松氏を講師に招
き、まんがの基本についてのお話や、実際に自分
だけのキャラクターをつくり、そのキャラクター
からストーリーをつくっていく、自分だけのまん
がづくりが行われました。また、最後にはビンゴ
大会もありました。
　参加した小学生は、熱心に自分だけのまんがづ
くりを楽しみながら、まんがづくりへの興味を深
めているようでした。

自

たちの１年間の頑張りを見てください
～ 公 民 館 ま つ り ～

3 / 1 3 、 1 8 ～ 2 0 ・中央公民館

　町内３公民館で活動する自主グループや公民館教室生の

１年間の学びの発表として、今年も「公民館まつり」が中

央公民館で行われました。

　会場では、廊下から研修室まで、さまざまなグループが

作成された絵画や書、写真、生け花などの作品が展示され、

多くの人が作品に見入っていました。バザーにおいても、

多くの人が買い物を楽しんだり、作品を手に取って吟味し

たり。囲碁・将棋大会では、日ごろ鍛えた腕を存分に発揮

し、白熱した対戦が繰り広げられていました。大ホールで

は２日間にわたって演芸発表が行われ、子どもから大人ま

で幅広いみなさんが１年間練習してきた成果を披露されま

した。

　舞踊からお琴、また合唱など、見事な出来に観客からは

大きな拍手が送られました。

私

隆寺を建てた堂宮大工の技と心を学ぶ
～ 古代建築の謎を探る！ ～

　「古代建築の謎を探る！」が法隆寺 i センターで
行われました。
　斑鳩町名誉町民である西岡常一棟梁の孫弟子であ
る竹中大工道具館の北村智則氏を講師に迎え、古代
の大工道具とものづくりの心について講演していた
だきました。
　その後、日本最古の木造建築である法隆寺を見学
し、実際に古代の人が残した技術をその目で体感し、
そして、実際に大工道具を親子で体験。
　「難しかったけど楽しかった！」「将来、大工さん
になりたい！」という子どもの声があり、親子の笑
顔が溢れる一日となりました。

法

3 / 1 9 ・法隆寺 i センター

◀
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
に
挑
戦
！

▶
人
形
劇
に
見
入
る
子
ど
も
た
ち

た
く
さ
ん
の
観
客
の
前
で

練
習
し
て
き
た
成
果
を
披
露

◀
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※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。
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いしくできあがりました
～ 春休み子どもクッキング教室 ～
3 / 2 5 ・生き生きプラザ斑鳩

　子どもたちに食べることの大切さを知ってもら
おうと、春休みを利用して、斑鳩町栄養士会のみ
なさんにより、小学１年～６年生を対象に「春休
み子どもクッキング教室」が行われました。
　教室では、楽しみながら栄養バランスのよい食
事をとることが、元気の源であることを学びまし
た。
　子どもたちは、自分たちで作った料理を満足げ
な表情でいただきました。

お 段の生活の中にも文化財あり
～ 生涯学習講座「歴史講座」 ～
3/27・中央公民館　創作室

　生涯学習の充実を図ることを目的に、生涯学習講
座「歴史講座」が開催されました。
　今回は、「保存科学の役割　－藤ノ木古墳からホー
ロー看板まで－」と題して、奈良大学文学部　文化
財学科教授　魚島純一氏がご講演されました。
　「斑鳩町には藤ノ木古墳といったあまりにも貴重
な文化財が身近にあふれ注目されているが、文化財
とは決して特別なものでなく、ホーロー看板など先
人たちの残してきたもの全てが文化財である」との
お話に、参加者は改めて普段の生活の中に存在する
ものの重要さを再認識しました。

普

斑
鳩
町
消
防
本
団
新
役
員

が
決
ま
り
ま
し
た

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

斑
鳩
町
消
防
団
長
の
清
水　

正
夫

さ
ん
（
昭
和
52
年
３
月
入
団
）
が
３

月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
、
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
消
防
本
団
役
員
の
み

な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
新
団　

長　
　
紀　
　
　

勝　

司

　
新
副
団
長　
　

安　
本　

喜　

次

　
　

副
団
長　
　
卯　

川　
喜
代
司

　
　

副
団
長　
　
西　

谷　
喜
代
嗣

　
新
分
団
長　
　
柿　
本　

基　

弘

　
　

分
団
長　
　
上　

田　

和　
則

　
　

分
団
長　
　

岡　

田　

修　
三



斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200） 日本を代表する考古学者　樋口隆康 氏
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今
月
号
で
は
、
５
月
28
日（
土
）

～
７
月
３
日（
日
）に
開
催
し
ま
す

平
成
28
年
度
春
季
特
別
展
「
樋ひ

口ぐ
ち

隆た
か

康や
す

展　
―
戦
後
の
日
本
考
古
学

の
歩
み
と
と
も
に
―
」
に
つ
い
て

と
、
樋
口
隆
康
氏
が
調
査
を
担
当

さ
れ
た
遺
跡
の
中
で
も
特
に
著
名

な
２
基
の
古
墳
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

樋
口
隆
康
展
の
開
催

　

平
成
27
年
４
月
２
日
に
ご
逝せ
い

去き
ょ

さ
れ
た

前
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
長
の
樋

口
隆
康
氏
は
、
戦
後
の
日
本
考
古
学
の
出

発
と
な
っ
た
昭
和
20
年
代
か
ら
激
動
の
昭

和
40
年
代
に
か
け
て
、
京
都
大
学
考
古
学

研
究
室
に
よ
る
京
都
府
・
大
阪
府
・
和
歌

山
県
・
滋
賀
県
な
ど
、
近
畿
地
方
に
お
け

る
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
展
示
会
で
は
、
ご
遺

族
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
発

掘
調
査
に
お
け
る
研
究
ノ
ー
ト
や
、
実
際

に
使
用
さ
れ
て
い
た
カ
メ
ラ
や
巻
尺
と

い
っ
た
調
査
用
具
な
ど
、
樋
口
氏
ゆ
か
り

の
資
料
を
お
借
り
し
、
展
示
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
展
示
品
を
通
じ
て
、
日
本
考
古
学

の
歩
み
と
と
も
に
同
氏
が
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
考
古
学
人
生
の
一
端
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

椿つ

ば

井い

大お

お

塚つ

か

山や

ま

古
墳
（
木
津
川
市
）

　

３
世
紀
中
頃
か
ら
末
頃
に
造
営
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
全
長
約
１
７
５
ｍ
の

山
城
地
方
最
大
の
前ぜ
ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

で
す
。
昭

和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
、
当
時
の
国
鉄

奈
良
線
の
拡
幅
工
事
の
際
に
竪た
て

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

が
発
見
さ
れ
、
緊
急
で
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
量
の
副ふ
く

葬そ
う

品ひ
ん

が

出
土
し
ま
し
た
が
、
特
に
32
面
の
三さ
ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う

を
含
む
計
36
面
以
上
の
大
量
の
銅

鏡
が
発
見
さ
れ
、
大
変
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
後
に

京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
の
小
林
行
雄
氏

に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
の
出
土
鏡
と
の
比

較
研
究
が
行
わ
れ
、
同ど
う

笵は
ん

ま
た
は
同
型
の

鏡
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
銅
鏡
の
分ぶ
ん

有ゆ
う

関
係
に
よ
る
大
和
王
権
と
地
方
勢
力
と
の

関
係
を
示
す
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
『
魏ぎ

志し

』
倭わ

人じ
ん

伝で
ん

に
あ
る
卑ひ

弥み

呼こ

に
与
え
た
鏡

百
枚
と
の
関
係
に
も
波
及
し
、
そ
の
後
の

我
が
国
の
古
墳
時
代
研
究
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

大
谷
古
墳
（
和
歌
山
市
）

　

紀
ノ
川
河
口
付
近
に
造
営
さ
れ
た
５
世

紀
後
半
か
ら
６
世
紀
初
め
頃
の
全
長
約
67

ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
京
都
大
学
考
古

学
研
究
室
に
よ
っ
て
昭
和
35（
１
９
６
０
）

年
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後

円
部
か
ら
は
阿あ

蘇そ

溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

製
の
組
合

せ
式
家い
え

形が
た

石せ
っ

棺か
ん

が
直
接
埋
納
さ
れ
た
状
態

で
見
つ
か
り
、
大
量
の
副
葬
品
が
出
土
し

ま
し
た
。
特
に
馬
具
は
大
変
重
要
で
、
な

か
で
も
馬
の
顔
を
覆お
お

う
「
馬ば

冑ち
ゅ
う

」
が
完
形

品
で
出
土
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
、
朝

鮮
半
島
と
の
深
い
関
係
が
う
か
が
え
る
古

墳
と
い
え
ま
す
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
春
季
特
別
展

「
樋
口
隆
康
展　
―
戦
後
の
日
本

考
古
学
の
歩
み
と
と
も
に
―
」

日
時　
５
月
28
日（
土
）～
７
月
３
日（
日
）

　

�　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

展
示
室

主�

な
展
示
品　
発
掘
調
査
に
関
す
る
研
究

ノ
ー
ト
や
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
カ

メ
ラ
や
巻
き
尺
な
ど
の
調
査
用
具
な
ど

観
覧
料　
無
料

問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

春
季
特
別
展　
記
念
講
演
会

　

京
都
大
学
考
古
学
教
室
で
樋
口
隆
康
氏

が
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
時
期
の
教
室

生
で
、
そ
の
後
に
古
墳
研
究
の
第
一
人
者

と
な
ら
れ
た
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、
そ

の
頃
の
教
室
の
様
子
や
京
都
大
学
が
発
掘

調
査
を
行
っ
た
古
墳
に
つ
い
て
の
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
６
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

講
師　
大
阪
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
出
比
呂
志　

氏

参
加
費　
無
料

定
員　
１
０
０
人

問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

▲ありし日の樋口隆康氏



環境対策課
（☎内線133）

　このコーナーでは、斑鳩町地球温暖化対策
地域協議会（愛称：エコるが）の団体・企業
会員の地球にやさしい取り組みを紹介してい
ます。

※�エコるがは、住民、事業所、関係団体が連携し地域において地球温暖化防止に向けた自主的・自発的な活動を
促進することを目的として、平成24年10月に設立した団体です。「もったいない」を合言葉に、自然と歴史文
化が息づく斑鳩の里を、子や孫の世代につなぐため、地球温暖化防止のためのさまざまな活動を行っています。

環境問題への先進的な取組み
～ 関西電力株式会社　奈良支社 ～

11 2016.5.  広報 

毎月10日と20日は陶器回収の日〈５月の陶器等回収日〉
　５月１０日（火）・５月２０日（金）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、５月14日（土）、５月22日（日）も受け付けします。

●�関西電力グループ環境行動方針
　当社では、「低炭素社会の実現に
向けた挑戦」、「循環型社会の実現に
向けた活動の展開」、「安心され、信
頼される環境先進企業をめざした取
組みの展開」という３つの柱からな
る「関西電力グループ環境行動方針」
を策定し、グループ一体となり、持
続可能な社会の構築に向けた活動を
展開しています。

●お客さまと社会の省エネ・省コスト・省 CO2への貢献
　ご家庭のお客さまには、ご要望に応じた省エネルギーコンサ
ルティング活動や、インターネットを活用した電気ご使用状況
の見える化サービス「はぴｅみる電」のご紹介などを通じて、
お客さまに電気をより上手にお使いいただく取り組みを推進し
ています。
※�「はぴｅみる電」では、電気ご使用量に対するCO2排出量やそのラン
キングがご確認いただけます。さらに「環境家計簿」では、ガスや灯
油の料金を入力いただくことで、家庭の総CO2排出量が確認でき、エ
ネルギーの全体管理にも活用いただけます。

●環境コミュニケーションの取り組み
　毎年６月を「関西電力グループ環境月間」とし、奈良支社で
は清掃活動をはじめ、植樹活動、学校への出前教室などを積極
的に展開しています。

●オフィスの省エネ・省資源活動
　当社では、事務所電気使用量の削減、生活用水使用量の削減、
車両燃費の向上、コピー用紙使用量の削減、オフィス用品のグ
リーン購入率の向上について、行動計画を策定し、活動を展開
しています。

３月の生ごみたい肥化量28,856㎏
　可燃ごみの11.7％をたい肥化
できました
※モデル世帯数5,054世帯（３月末）

家庭から出るごみの量

（トン）0 50 100 150 200 250 300 350 400
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

3月

2月

1月

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

〈小学校での出前授業〉〈世界文化遺産、
　春日大社の境内を清掃〉
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今
回
は
、
住
ま
い
の
耐
震
化
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ

　

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
３
）

　

ご
自
宅
の
耐
震
化
は
お
済
み
で

す
か
？

　

地
震
特
番
と
か
あ
る
た
び
に
不

安
に
な
る
け
ど
、
耐
震
化
っ
て
何

を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
。

　

ま
ず
耐
震
診
断
を
受
け
、
ご
自

宅
の
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

診
断
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
？

　

例
え
ば
、
町
が
行
っ
て
い
る
耐

震
診
断
支
援
事
業
で
は
、
耐
震
診

断
員
が
お
宅
に
訪
問
し
、
目
視
に
よ
り
、

家
の
中
と
外
の
両
側
か
ら
状
態
を
２
時
間

ほ
ど
か
け
て
調
査
し
ま
す
。

　

後
日
、
作
成
し
た
耐
震
診
断
報
告
書
を

持
っ
て
、
現
地
調
査
を
担
当
し
た
耐
震
診

断
員
が
説
明
に
再
度
お
伺
い
し
ま
す
。

　

診
断
に
は
ど
ん
な
人
が
く
る

の
？

　

町
の
支
援
事
業
で
は
、
奈
良
県

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
診
断
員
の
う
ち
斑
鳩
町
に

事
務
所
の
あ
る
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

診
断
し
た
ら
、
必
ず
耐
震
改
修

し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　

耐
震
診
断
は
自
宅
の
状
態
を
把

握
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
必
ず
改
修
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
改
修
っ
て
い
く
ら
ぐ

ら
い
か
か
る
の
か
し
ら
？
工
事
中

の
仮
住
ま
い
の
費
用
も
必
要
よ
ね
。

　

ど
ん
な
補
強
を
行
う
か
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
住
み
な
が
ら
補

強
工
事
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

予
算
や
そ
の
他
の
ご
都
合
や
希
望
な

ど
、
依
頼
さ
れ
る
建
築
士
や
工
務
店
に
、

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
契
約
す
る
前
に
、
疑
問
点
に
つ

い
て
は
納
得
す
る
ま
で
質
問
し
解
消
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
役
場
で
信
頼

で
き
る
人
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
の
か
し

ら
？

　

特
定
の
業
者
さ
ん
を
紹
介
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
参
考
と

し
て
、
町
で
耐
震
診
断
を
依
頼
し
て
い
る

耐
震
診
断
員
の
リ
ス
ト
や
、
奈
良
県
木
造

住
宅
耐
震
診
断
員
の
登
録
者
名
簿
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

５
月
21
日（
土
）に
開
催
す
る
住
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
耐
震
化
に
つ
い
て
経
験

豊
富
な
建
築
士
が
多
数
参
加
し
ま
す
。
無

料
で
耐
震
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
さ
ん
も
来
ら
れ
る

ん
で
す
よ
。
詳
し
く
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
ね
。

斑鳩町では、昭和５６年以前の木造住宅を耐震化する場合、
最大５０万円の補助をしています。壁に筋交いや構造用合板、
金物を入れたり、軽い屋根に葺き替える工事、基礎を補強する
工事などのほか、樋の付け替えや、外壁の塗り替えなど建物の
劣化を改善する工事も対象になります。
　　　　　　　※劣化を改善するだけの工事は対象になりません。

耐震診断支援事業も行っていますので、

まずは無料耐震診断でご自宅の状態を把握しましょう。

住まいの
　耐震化

～ 斑鳩町既存木造住宅耐震診断・
耐震改修支援事業のご案内 ～

知って納得 !!
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日
時　
５
月
21
日（
土
）

【
講
演
会
】　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

講
演
Ⅰ　

川
添
登
巳
雄　

氏

　
　
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
副
代
表･

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

　

�「
シ
ニ
ア
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
か
ら
考
え

る
耐
震･

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
資
金

計
画
」

講
演
Ⅱ　

大
石
正
美　

氏

　
　
（
Ｌ
Ｓ
Ｏ
専
務
理
事
・

　
　
　
　

�

㈱
シ
ー
エ
ム
シ
ー
一
級
建
築
士

事
務
所
代
表
取
締
役
）

　

�「
安
全
・
安
心 

住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

の
コ
ツ
」

【
個
別
相
談
会
】

・
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

・
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
事
前
申
込
者
優
先
・
希
望
者
の
み
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

定
員　
50
人
（
申
込
要
・
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

人･

家･

街 

安

全
支
援
機
構
（
Ｌ
Ｓ
Ｏ
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
ｆ
ａ
ｘ

　
　

☎　
　

０
１
２
０
︱

２
６
３
︱

１
５
０

　
　
　
　
　

０
６
︱

６
４
５
６
︱

１
０
１
０

　

ｆ
ａ
ｘ　

０
６
︱

６
４
５
６
︱

１
０
７
３

受�

付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
主
催
】　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｌ
Ｓ
Ｏ

【
共
催
】　
斑
鳩
町

第
５
回　
斑
鳩
町
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
高
齢
者
の
安
全
・
安
心 

耐
震

リ
フ
ォ
ー
ム
と
老
後
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」

平成28年度　斑鳩町既存木造住宅耐震診断・改修支援事業の募集

【助成の対象となる建築物】　●昭和56年５月31日以前着工　●在来軸組構法の木造住宅　●延床
面積250㎡以下かつ２階以下（地階を除く）　●専用住宅、長屋住宅、共同住宅。兼用住宅の場
合は住宅以外に使用する面積が延床面積の１／２以下

【補助対象者】　住宅の所有者
【助成内容】　耐震診断員の派遣
※町が耐震診断員と契約しますので、申込者の費用負担はありません。
　なお、直接業者に耐震診断を依頼された場合は助成の対象となりません。

【募集件数】　１５件

【助成の対象となる建築物】　●昭和56年５月31日以前着工　●木造住宅　●２階以下（地階を除
く）　●専用住宅、長屋住宅、共同住宅。兼用住宅の場合は住宅以外に使用する面積が延床面
積の１／２以下

【補助対象者】　住宅の所有者など（所有者の同意を得たものを含む）
【補助対象工事】　上部構造評点1.0未満と診断された住宅について、全体の上部構造評点を1.0以
上、または１階の上部構造評点を0.7以上とする耐震改修工事

【助成金額】　耐震改修工事費の１／３の額（50万円を上限とする。）
※耐震改修工事費50万円未満の場合は補助対象外、50万円以上60万円未満の場合は20万円を助
成します。

【募集件数】　６件

【受付期間】　５月２日（月）～５月31日（火）
　　　　　　午前８時30分～午後５時30分（※土曜・日曜日、祝日を除く）

【注意事項】
・�申し込みを希望される人は、

事前に電話または窓口で必ずご相談ください。
事業対象となるかを確認させていただいてからの受け付けとなります。
・�申込者多数の場合は、抽選（公開による）とします。また、受付期間の中で、申込件数が募集件数
に満たない場合は、受付期間満了後も引き続き、先着順で受付を行います。
・�耐震改修の申込は請負業者と工事に関する契約を締結する前に行ってください。また、既に工事に
着手されている場合や、既に工事が完了している場合は、この事業の対象となりません。

耐震診断支援事業

耐震改修支援事業

ア
ル
フ
ァ
米
プ
レ
ゼ
ン
ト



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 
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第
42
回
斑
鳩
洋
画
会
展
作
品
募
集

　
　

斑
鳩
洋
画
会

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
５
７
４
９

　

中
谷
迄
）

会
期　
６
月
16
日（
木
）～
21
日（
火
）

場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
展
示
室
・
ホ
ワ
イ
エ
）

内
容　

�

油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
・
版
画

（
10
号
～
50
号　

※
50
号
は
縦
型
）

搬
入　
６
月
14
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

出
品
料　
１
，
０
０
０
円

※�

詳
し
く
は
各
公
民
館
窓
口
で
公
募
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
講
座（
文
学
講
座
）

受
講
生
募
集

　
　

中
央
公
民
館

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

資�

格　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
休
ま

ず
学
習
を
続
け
ら
れ
る
人

　
（
再
受
講
可
能
）

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

講
座
名　
文
学
講
座

　

日
本
の
名
作
を
読
む

　
　

～
作
家
が
つ
む
ぎ
だ
し
た
物
語

　
　
　

と
い
う
人
生
を
旅
し
て
み
よ
う
。

　
　
　

�

皆
さ
ま
の
人
生
に
彩
を
添
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
～

講
師　
作
家　

溝
江　

玲
子　

氏

日�

時　
６
月
～
12
月
ま
で
の
毎
月
第
２
火

曜
日
（
計
７
回
）
初
回
６
月
14
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
50
人

場
所　
中
央
公
民
館

申�

込　
５
月
24
日（
火
）ま
で
に
中
央
公
民

館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

春
季
特
別
展
開
催
に
伴
う
展
示
替
え
の

た
め
、
左
記
期
間
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期�

間　
５
月
24
日（
火
）・
26
日（
木
）・

　
　
　

27
日（
金
）

　
　
　

７
月
４
日（
月
）・
５
日（
火
）

● 
募　
集 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 11日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 10日㈫
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

５月の相談
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剣
道
錬
成
大
会

日
時　
５
月
22
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
20
分
～

場
所　
中
央
体
育
館

資�

格　
小
学
生
以
上
の
町
内
剣
道
愛
好
者

で
防
具
を
つ
け
て
試
合
の
で
き
る
人

試�

合
方
法　

個
人
戦　

組
み
合
わ
せ
は
、

当
日
、
会
場
で
行
い
ま
す
。

申
込　
５
月
２
日（
月
）～
16
日（
月
）

※
試
合
終
了
後
、
合
同
稽
古
会
を
実
施

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

日
時　
５
月
29
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
の
13
歳
以
上
の
人

　
　
　
（
男
女
問
わ
ず
）

チ�

ー
ム
編
成　
４
人
以
上
。
男
性
は
２
人

以
内
。
個
人
参
加
可
。

申
込　
５
月
９
日（
月
）～
23
日（
月
）

※�

チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま

た
は
リ
ー
グ
戦
で
行
い
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
・
パ
パ
さ
ん

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
５
月
29
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

チ
ー
ム
編
成　
監
督
を
含
め
15
人
以
内

　
　
　
　
　
　
（
個
人
参
加
も
で
き
ま
す
）

※�

パ
パ
さ
ん
の
参
加
可
能
。（
た
だ
し
、

１
チ
ー
ム
３
人
以
内
と
し
、
前
衛
禁
止

と
す
る
。
ま
た
、
ア
タ
ッ
ク
は
、
バ
ッ

ク
ア
タ
ッ
ク
の
み
可
能
）

申
込　
５
月
９
日（
月
）～
23
日（
月
）

※�

チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま

た
は
リ
ー
グ
戦
で
行
い
ま
す
。

親
睦
男
子
・
女
子

　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時

【
男
子
】　
５
月
29
日（
日
）

　
　
　
　

６
月
５
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

予
備
日　

６
月
12
日（
日
）

【
女
子
】　
５
月
29
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

予
備
日　

６
月
５
日（
日
）

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

　
　
　

※�

６
月
12
日
の
み
天
満
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド

資�

格　
町
在
住
の
人
で
【
男
子
】
高
校
生

以
上
【
女
子
】
中
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成　
10
人
～
15
人（
監
督
含
む
）

※�

年
齢
制
限
【
男
子
】
45
歳
以
上
１
人
、

30
歳
～
44
歳
３
人
、
制
限
無
５
人
（
常

時
９
人
以
上
出
場
の
こ
と
）【
女
子
】

学
生
の
常
時
出
場
３
人
以
内

申�

込　
【
男
子
・
女
子
】
５
月
９
日（
月
）

～
５
月
23
日（
月
）

抽
選　
【
男
子
】
５
月
26
日（
木
）

　

�

午
後
７
時
30
分
～
中
央
体
育
館
で
行
い

ま
す
。

　
【
女
子
】
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人
へ
の
（
第

58
回
）
個
別
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
（
オ
ス
ト
メ
イ

ト
）
の
人
の
悩
み
や
苦
労
に
つ
い
て
、
専

門
家
や
同
じ
立
場
の
人
が
相
談
に
の
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
第
１
回
）

日
時　
５
月
14
日（
土
）

　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場
所　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

（
第
２
回
）

日
時　
５
月
17
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
奈
良
県
文
化
会
館

　
　
　

第
３
会
議
室

相�
談
者　
専
門
看
護
師
、
支
部
役
員
、
ス

ト
ー
マ
装
具
業
者

相
談
料　
無
料
（
申
込
不
要
）

問�

合
せ　

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
奈
良
県
支
部

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㊾
１
８
３
９
）

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
を
含
む
西
和
７
町
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
相
談
支
援
業
務
を
、
障
害

福
祉
事
業
者
に
委
託
し
て
、
相
談
支
援
事

業
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
事
業
所
で
は
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
関
す
る
相
談
や
生
活
の
相
談
、
ま
た
権

利
擁
護
に
関
す
る
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

●「
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
な
な
つ
ぼ
し
」

対
象　
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

場
所　
三
郷
町
勢
野
東
６
︲
13
︲
17

　
☎　
　

０
７
４
５
�
２
３
９
０

ｆ
ａ
ｘ　
０
７
４
５
�
２
３
９
１

●
「
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
る
と
・
ベ
ル
」

対
象　
精
神
障
害
者

場
所　
斑
鳩
町
神
南
５
︲
14
︲
14

　
☎　
　

０
７
４
５
㊸
５
５
４
１

ｆ
ａ
ｘ　
０
７
４
５
�
１
５
７
８

※�

生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
な
な
つ
ぼ

し
は
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
移

転
し
て
い
ま

す
。５

月
の
納
税

○
軽
自
動
車
税

　
　
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
２
）

納
期
限

５
月
31
日
㈫

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

● 

お
知
ら
せ 

●
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★そぼろごはん★
材�料４人分　鶏ひき肉180ｇ、三温糖16ｇ、濃口醤油12ｇ、本みりん2.8ｇ、
おろし生姜0.8ｇ、油適量、卵３個、牛乳75cc、塩少々

作�り方　❶生姜をおろしておく。（市販のチューブタイプのものでも可）❷加
熱した油で鶏ひき肉を炒める。❸三温糖、濃口醤油、みりんで味付けし、仕
上げに生姜を入れる。❹卵と牛乳と塩を混ぜる。❺フライパンを中火で熱し、
油をひいて温まったら弱火にして❹を入れる。❻箸で手早く混ぜ続ける。

栄
養
価　
１
人
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

１
６
８
㎉
・

　

塩
分　

０
．
８
４
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

そ
ぼ
ろ
ご
は
ん
は
、
鶏
肉
で
か
ら
だ
を
つ

く
る
た
ん
ぱ
く
質
、
卵
や
牛
乳
で
骨
を
つ
く

る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
大
好
き
で
、
給
食
に
出
る
と

た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
栄
養
も
と
れ

て
美
味
し
い
そ
ぼ
ろ
ご
は
ん
を
、
お
家
で
も

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

そ
ぼ
ろ
ご
は
ん

　

斑
鳩
町
で
は
、
豊
か
な
歴
史
資
源
や

自
然
資
源
が
織
り
成
す
「
斑
鳩
の
里
」

を
歩
い
て
楽
し
め
る「
ま
ち
な
か
観
光
」

が
で
き
る
よ
う
、
修
景
（
み
な
さ
ん
の

住
ま
い
の
外
観
を
歴
史
的
な
町
並
み
に

揃
え
る
こ
と
）
を
行
う
こ
と
が
、
魅
力

あ
る
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
ま
ち
な
か
観
光
景
観
形

成
事
業
」
と
し
て
、
自
宅
な
ど
の
外
観

の
修
景
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
人

に
、工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
平
成
28
年
度
の
助

成
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
施
設

斑
鳩
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
も
と
づ
く
重
点
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
及
び
外
構
施
設

※
た
だ
し
、
新
築
に
つ
い
て
は
別
途
条
件
あ
り
。

対
象
者

・�

重
点
区
域
内
に
お
け
る
歴
史
的
な
町
並
み
の
景
観
整
備
を
目
的
と
し
て

修
景
整
備
を
行
お
う
と
す
る
人
。

・
町
税
に
滞
納
が
な
い
人
。

・�

他
の
国
、
県
、
町
の
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
人
。

助
成
金
額

補
助
対
象
事
業
費
の
２
／
３
以
内
（
限
度
額
あ
り
）

対
象
経
費

施
設
の
修
景
に
関
す
る
経
費

　
（
土
地
、
内
部
改
修
な
ど
に
関
す
る
経
費
は
除
く
）

受
付
期
間

５
月
30
日（
月
）～
６
月
３
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

注
意
事
項

・�

申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

※�

事
業
対
象
と
な
る
か
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

・�

既
に
工
事
に
着
手
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
既
に
工
事
が
完
了
し
て
い
る

場
合
は
、
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 
み
ん
な
の

　
お
い
し
い

　
　
給
食
紹
介 

～

⓮

町
並
み
の
修
景
整
備
を
し
て
、

　
　
斑
鳩
ら
し
い
歴
史
空
間
づ
く
り
を
！

― 

ま
ち
な
か
観
光
景
観
形
成
事
業
の
ご
案
内 

―

受
付
・
問
合
せ　
都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
２
）
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定
期
監
査
の
結
果

　

平
成
27
年
12
月
末
日
に
お
け
る
財
務
に

関
す
る
事
務
の
執
行
と
経
営
に
か
か
る
事

業
の
管
理
に
つ
い
て
定
期
監
査
が
行
わ

れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広
両
監
査
委
員

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
等

　

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
各
課
等
の
予
算

に
か
か
る
財
務
事
務
、
及
び
水
道
事
業
に

か
か
る
経
営
は
適
正
に
執
行
さ
れ
、帳
票
、

証
憑
の
管
理
も
内
部
牽
制
が
良
好
に
働
い

て
お
り
、
各
会
計
数
値
と
も
正
確
に
記
帳

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
財
産
の
管
理
も
概
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
報
告
に
添
え
る
意
見

◎
民
間
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り

　
　
町
の
行
政
体
質
の
ス
リ
ム
化
を

　

小
中
学
校
の
給
食
調
理
洗
浄
業
務
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
斑
鳩
南
中
学

校
、
平
成
20
年
度
か
ら
斑
鳩
中
学
校
、
斑

鳩
西
小
学
校
、
斑
鳩
東
小
学
校
に
お
い
て

民
間
業
者
に
業
務
委
託
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
斑
鳩
小
学

校
の
給
食
調
理
洗
浄
業
務
を
民
間
委
託
す

る
た
め
入
札
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
入
札
結

果
に
よ
る
平
成
28
年
度
の
１
年
間
の
給
食

調
理
洗
浄
業
務
の
委
託
金
額
と
平
成
26
年

度
決
算
に
お
け
る
斑
鳩
小
学
校
の
学
校
給

食
調
理
洗
浄
に
か
か
る
１
日
当
た
り
の
人

件
費
に
平
成
28
年
度
の
給
食
日
数
を
乗
じ

た
１
年
間
の
人
件
費
を
比
較
す
る
と
約
９

０
０
万
円
の
経
費
削
減
に
な
る
と
い
う
試

算
で
あ
る
。

　

次
に
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
対

策
と
し
て
私
立
の
保
育
園
を
誘
致
し
、
現

在
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町

立
保
育
園
の
園
児
１
人
当
た
り
の
町
負
担

額
は
約
59
万
円
で
あ
る
が
、
町
の
広
域
入

所
の
委
託
と
し
て
私
立
保
育
園
に
支
払
っ

て
い
る
園
児
１
人
当
た
り
の
町
負
担
額
は

約
17
万
円
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
差
が

あ
る
の
か
と
い
う
と
、
広
域
入
所
に
か
か

る
委
託
料
に
つ
い
て
は
国
と
県
の
支
出
金

が
あ
る
の
で
、
私
立
保
育
園
の
方
が
そ
の

分
町
の
負
担
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
こ
の
た
び
誘
致
し

た
私
立
の
保
育
園
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　

町
の
財
政
負
担
の
問
題
か
ら
ど
ち
ら
が

い
い
と
云
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
民
間

保
育
園
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
内
容
が
町
立

保
育
園
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
町
立
保
育
園

の
民
間
委
託
に
つ
い
て
も
近
い
将
来
検
討

す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

保
育
園
の
給
食
調
理
洗
浄
業
務
に
つ
い

て
は
、平
成
24
年
度
か
ら
た
つ
た
保
育
園
、

平
成
25
年
度
か
ら
あ
わ
保
育
園
の
給
食
調

理
洗
浄
業
務
を
民
間
委
託
さ
れ
て
い
る
。

可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
に
つ
い
て
も
、
平

成
24
年
度
か
ら
民
間
委
託
さ
れ
て
お
り
、

ご
み
の
収
集
業
務
の
一
部
も
民
間
に
業
務

委
託
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
の
町
の
財
政
事
情
を
み
る
と
、
平

成
26
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
98
．
０
％

で
、
全
国
平
均
の
91
．
３
％
と
比
較
す
る

と
ず
い
ぶ
ん
高
く
、
県
下
市
町
村
で
も
高

い
ほ
う
か
ら
数
え
て
10
番
目
の
位
置
に
あ

り
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

定
期
監
査
や
決
算
審
査
に
お
い
て
、
町
は

電
力
の
競
争
入
札
、
遊
休
地
の
競
売
に
よ

る
処
分
、
工
事
や
修
繕
に
お
い
て
も
新
た

な
入
札
を
取
り
入
れ
る
な
ど
経
費
削
減
に

努
め
ら
れ
て
い
る
様
子
は
良
く
わ
か
る

が
、
努
力
し
て
い
て
も
経
常
収
支
比
率
が

年
々
高
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
る

と
、
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
に
ま
か

せ
町
の
行
政
体
質
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
料
す
る
。

財
政
援
助
団
体
等
監
査
の
結
果

　

補
助
金
等
の
財
政
援
助
を
し
て
い
る
社

会
福
祉
法
人
斑
鳩
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

監
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
概
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
支

出
を
担
当
す
る
福
祉
課
の
補
助
金
に
か
か

る
事
務
に
つ
い
て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報
公

開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

�日本を代表する○○学者
樋口隆康氏。
さて、○○には何が入るでしょう？

〈５月12日㈭必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

４月号のクイズの答　道後（応募総数20）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）₅月16日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 6月1日㈬ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入
してください。（容器代300円）

子宮頸がん検診

6月7日㈫

12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

平
成
27
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診

さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

胃 が ん 検 診

6月24日㈮
6月25日㈯

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてください。
検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないで下さい）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀たん検査を希望される人は、当
日喀たん容器を保健センターで購
入してください。（容器代270円）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

胃がん・肺がん
セ ッ ト 検 診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※�子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望される人は事前にお申し込みくださ
い。

親
子
伝
統
料
理
教
室

　

昔
な
が
ら
の
伝
統
料
理
や
家
庭
料
理
を

楽
し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
24
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

内
容　
調
理
実
習

対
象　
就
園
前
の
親
子

定
員　
親
子
で
30
人

　
　
　
（
先
着
順
）

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
髪
の
毛
を

覆
う
も
の
）
・
ふ
き
ん
、
台
ふ
き

各
１
枚
・
筆
記
用
具

費
用　
一
人
３
０
０
円

申
込　
５
月
20
日（
金
）ま
で

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

　

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
方
法
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
①
５
月
30
日（
月
）

　
　
　

②
６
月
14
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
運
動
な
ど

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

持
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

申
込　
①
５
月
10
日（
火
）か
ら

　
　
　

②
５
月
19
日（
木
）か
ら

定
員　
各
日
30
人
（
先
着
順
）

家族そろってがん検診！



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 5月19日㈭ 12：45～

13：30 Ｈ24年8・9月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布など
持物： 母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、コッ

プ、歯ブラシ
対象者には個人通知します。

2歳6か月児健診
（歯科） 5月26日㈭ 12：45～

13：15 Ｈ25年8・9月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、コップ、歯ブラシ
対象者には個人通知します。

わんぱく広場 5月20日㈮ 13：15～
　13：30 Ｈ27年10・11月生

○赤ちゃん体操、発達などについての話
持物：母子健康手帳、バスタオル
申込：5月19日（木）まで

子 育 て 教 室 5月27日㈮ 9：45～
　10：00

1歳6か月～
3歳児

○テーマ「楽しく歯みがき」
内容： 手遊び、ペープサート、臨床心理士による

子育てアドバイス
申込：5月26日（木）まで
先着25組

マザーズサロン 6月10日㈮ 13：30～
　15：00

妊娠中の人
産後間もない人

〇助産師が母乳育児のアドバイスをします。
申込：6月9日（木）まで

※お出かけ乳幼児相談・助産師相談の日程は、毎月のお知らせ版で案内します。

　改めたい生活習慣のなかに、死亡リスクを高める要因は多数含まれていますが、なかでも、喫
煙は、高血圧を抜いてダントツ１位にランクされています。たばこは、各種がんや呼吸器系疾患
にも大きくかかわっており、喫煙者本人だけでなく、非喫煙者にまで悪影響を及ぼします。
　５月31日（火）～６月６日（月）まで生き生きプラザ斑鳩内にたばこについてのポスターを掲示
していますので、ぜひお越しください。そして、たばこの本質を正しく理解しましょう。

※�禁煙したくても自分だけで難しい時は、医療機関の禁煙外来や保健センターの禁煙相談を活用
しましょう。（禁煙相談は予約制です）

　肺の健康度を評価する方法の一つとして、呼吸
機能検査による「肺年齢」の測定があります。自
分の肺年齢がどのくらいか測定してみませんか。

日時　５月31日（火）午前９時～午後４時
内容　肺機能測定検査
対象　町在住の20歳以上の人で、喫煙歴のある人
定員　30人（先着順）
持物　健康手帳
申込　５月６日（金）～
※申込み時に予約時間をお伝えします

喫煙
高血圧
運動不足
高血糖
食塩摂取
飲酒

ヘリコバクターピロリ感染
高LDLコレステロール
Ｃ型肝炎ウイルス感染

死亡数（1000 人）

喫煙12万9千

0 20 40 60 80 100 120

（出典）
「我が国の保健医療制度に関する包括的実証研究」
厚生労働省政策科学総合研究事業2011年

日本人の
成人死亡の
最大の決定因子は
たばこである

５月３１日は世界禁煙デーです
たばこの真実

肺 年 齢 測 定
●我が国における
　　　危険因子に関連する死亡数



広告

５月号
平成28年5月1日発行

（通巻608号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₀₄人
　　（前月比　－４０）
　　男₁₃,₃₄₀人
　　女₁₄,₈₆₄人

　 　₁₁,₄₁₇世帯
　　（前月比　＋11）
（平成28年３月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　春は新たな出会いの季節です。
新しい環境で期待に胸をふくら
ませているみなさんに負けない
ように、自分も頑張りたいと思
います。より読みやすく、充実
した紙面づくりをめざしてまい
りますので、今年度も広報「斑鳩」
をよろしくお願いします。
	 ま

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場） 202016.5.  広報 

　
　
　

６
月
４
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
町
立
図
書
館

持
物　

�

母
子
健
康
手
帳
・
絵
本
ひ

き
か
え
券

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
５
月
11
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
５
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
０
歳
～

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人

　
（
先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
場
合
は
、
お
子
さ
ん
を

優
先
と
し
ま
す
。）

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
５
月
10
日（
火
）

　
　
　

午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

*************

　

斑
鳩
町
の
子
ど
も
読
書
推
進
に

つ
い
て
５
年
間
の
あ
ゆ
み
と
課
題

を
の
せ
た
『
斑
鳩
町
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
２
０
１
５
』
が
で

き
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
・

　
公
民
館
図
書
室
の

　
　
　
　
休
館
に
つ
い
て

　
「
図
書
の
特
別
整
理
」
の
た
め

次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

■ 

町
立
図
書
館

　

６
月
９
日（
木
）～
17
日（
金
）

■ 

各
公
民
館
図
書
室

　

６
月
８
日（
水
）～
15
日（
水
）休

館
に
伴
い
、
５
月
26
日（
木
）～
６

月
８
日（
水
）ま
で
、
12
冊
４
週
間

の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

（
期
間
中
の
主
な
作
業
内
容
）

・
図
書
の
点
検

・�

西
公
民
館
図
書
室
の
蔵
書
更
新

な
ど

６
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で

す
。

対�

象　
６
か
月
以
降
１
歳
未
満
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

＊�

保
護
者
だ
け
で
も
受
取
可
能
で

す
。

日
時　
６
月
３
日（
金
）

＊�

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
・
説
明
を
ご
希
望
の

人
は
、
左
記
の
時
間
帯
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

６
月
３
日（
金
）・
４
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時

ブックスタートのようす

図書館HPでご覧
いただけます。

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


